
諦
忍
律
師
自
筆

の

『空
華
談
叢
』
の
確
認

一

諦
忍

(
一
七
〇
五
1
八
六
)
の
著

作

の

一
つ
に

『
空
華
談
叢
』
が

あ

る
。
内
容
は
仏
教
や
世
俗

の
事
例
に
つ
い
て
僧
俗
の
問
に
諦
忍
が
答
え

た
も

の
で
、
問
答
形
式
に
な

っ
て
お
り
、
片
仮
名
交
り
文
で
あ
る
。
四

巻
四
冊

で
総
数
二
三
六
項
目
の
問
答
が
あ
る
。
編
集
方
針
は
な
く
無
原

則
的
に
配
さ
れ
た
随
録
集
で
、
(
1
)

奥
付
に
よ
れ
ば
、
天
明
六
年

(
一
七
八

六
)
正
月
に
皇
都
書
林
梶
川
七
良
兵
衛
、
河
南
四
郎
兵
衛
、
沢
田
吉
左

衛
門
、

山
田
夘
兵
衛
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
諦
忍
の

遷
化
す

る
半
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
書

は

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第

一
四
九
巻

(大
正
元
年
十
月

仏
書

刊
行
会
)
に
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
前
の
明
治
三
十

一
年
八
月

に
は
各
宗
実
益
布
教
文
庫
の
第
五
篇

(鴻
盟
社
発
行
)
に
と

り
あ
げ

ら

れ
て
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
明
治
期
仏
教
に
お
い
て
布
教
方
法
の
参
考
資

料
と
し
て
重
視
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
諦
忍
の
伝
記
資
料
よ
り

『空
華
談
叢
』
に
関
す
る
記
事
を
な

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

川

口

高

風

が
め
て
み
る
と
、
安
永
九
年

(
一
七
八
○
)
項

の

『
八
事
山
諦
忍
和
尚
年

譜
』
に
は
、

○
師
年
来
答

客
所
問

而
時
々
所
筆
記

委

篋
中

儒
仏
典
籍
内
借
屈
教

牙

者
及
和
漢
故
事
諺
語
本
説
来
歴
等
積

四
十
余
年

而
都
成

七
軸

題

日

空
華
談
叢

門
下
諸
子
得
議

有

上
木
之
挙

と
あ
り
、
『
八
事
山
第
五
世
和
尚
行
業
記

下

巻
』

に
も

ゆ
た
ぬ
る

師
年
来
僧
俗
の
所
問
に
答
所
筆
記
し
て
篋
中
に

委

儒
仏
典
籍
の
内
倍
屈
教

牙
な
る
者
及
ひ
和
漢
の
故
事
諺
語
の
本
説
来
歴
等
積
て
七
軸
と
成
る
。
題
し

て
空
華
談
叢
と
云
。
諸
人
得
議
し
せ
上
木
の
挙
を
成
す
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
永
九
年
に
四
十
年
来
、
僧
俗

の
問
に
答
え
た
も

の
を
筆
記
し
て
篋
中
に
入
れ
て
い
た
も
の
の
七
軸
を

『
空
華
談
叢
』
と

称
し
て
上
木
し
た
と
い
う
。
特
に

『
八
事
山
第
五
世
和
尚
行
業
記

下

巻
』
に
よ
れ
ば
、
七
軸
の
中
、
前
編
四
冊
は
印
刻
が
成
り
世
に
広
ま

っ

て
い
る
こ
と
を
い
い
、
後
編
は
現
在
、
上
木

し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

た
め
安
永
九
年
は
前
編
の
四
冊
の
み
し
か
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在

二
七
三
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諦
忍
律
師
自
筆
の

『空
華
談
叢
』
の
確
認

(川

口
)

で
も
そ

の
四
冊
の
木
版
本
の
み
し
か
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
諦
忍
の

伝
記
資
料
よ
り
み
れ
ば
、
『空
華
談
叢
』
の
原
稿
は
七
冊
存
在

し

て

い

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

二
八
事
文
庫
に
所
蔵
す
る

『空
華
談
叢
』
は
、
「東
山

・
四
十
四
・
レ
・

十
六
」

に
巻
二
が
欠

本

し
て

い
る
四
巻
三
冊
と

「
西
山

・
四
十
八

・

写

・
一
二
九
」

の
巻
二
、
三
、
四
の
自
筆
原
稿

の
三
冊
が
あ
る
。
自
筆

本
の
表
紙
を
み
る
と

二
七
四

と
あ
り
、
[
]
で
囲

っ
た
部
分
の
朱
書
は
明

治
十

一
年
八
月
に
興
正
寺

(名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
)
十
四
世
慈
宝
覚

玄
が
八
事
文
庫
の
蔵
書
を

整
理
し
た
時
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
(
2
)

す
で
に
当
時
は
第

一
巻
が

欠
本
と
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
四
の
朱
書
に
い
う
よ

う
に
、
艸
六
よ
り
艸
八
迄
の
三
冊
す
な
わ
ち
巻
五
、
六
、
七
の
三
冊
は

未
梓
行
で
、
そ
の
原
稿
は
諦
忍
の
居
住
し
て

い
た
居
間
の
白
木
の
本
箱

の
内
に
珍
重
さ
れ
て
お
り
馬
近
々
印
刻
が
終
る
こ
と

も
記

さ
れ

て
い

る
。
し
た
が

っ
て
、
明
治
十

一
年
頃
に
は
第

一
巻
を
除
く
自
筆
本
が
八

事
文
庫
に
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら

か

に
な
り
、
そ
れ
以
後
、
巻

五
、
六
、
七
の
未
梓
行
原
稿
が
行
方
不
明
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

最
近
、
そ
の
未
梓
行
原
稿
が
仏
教
大
学
図
書
館
に
所
蔵
す
る
こ
と
が

明
ら
か

に
な

っ
た
。

『
仏
教
大
学
図
書
館
蔵
仏
教
関
係
和
古
書
目
録
稿
』

(平
成
元
年
十
月

仏
教
大
学
図
書
館
)
九
十
九
頁
に
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空
華
談
叢
巻
五
、
六
、
七
存
三
巻

諦
忍
撰

諦
忍
自
筆

〔天
明
六

(
一
七
八
六
)
以
前
〕
写

三
冊

九

和

草
稿
本

未
刊

堀
尾
貫
務
寄
贈

と
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
本
書
を
み
る
と
、
ま

っ
た
く
八
事
文
庫
蔵
本
に

続
く
自
筆
本
で
あ

っ
た
。
表
紙
に
は

空
華
談
叢
巻
五

以
下
未
板
行

梓
行

空
華
談
叢
巻
六

未
板
行

梓
行

空
華
談
叢
巻
七

未
板
行

梓
行

諦
忍
律
師
自
筆

の

『
空
華
談
叢
』

の
確
認

(川

口
)

と
あ
り
、
巻
二
以
下
同
様
、
梓
行
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
巻
五
、
六
、

七
は
未
板
行
で
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
せ
い
る
。
そ
の
た
め
八
事
文
庫

蔵
本
と
仏
教
大
学
図
書
館
蔵
本
の
自
筆
本
は
本
来
、
興
正
寺

の
諦
忍
の

居
間

の
白
木
箱
に
珍
重
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
仏
教
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
詳
し
い
経
由
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
仏
教
大
学
図
書

館
蔵
本

の
各
巻
の
表
紙

に
は
明
治
三
十
三
年
十
二
月
に
堀
尾
僧
正
よ
り

寄
贈
さ
れ
た
こ
と
の
書
か
れ
た
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
年

に
堀
尾
貫
務
僧
正
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。
当
時

の
堀
尾
貫
務
は
百
万
遍
知
恩
寺
六
十
三
世
で
浄
土
宗
専
門
学

院
長

に
も
就
任
し
て
い
た
。
出
身
は
尾
張
国
海
部
郡
佐
屋
町
で
尾
張
の

養
蓮
寺
、
寿
経
寺
、
養
林
寺
、
高
岳
院
な
ど

に
も
住
持

し

た
人

で
あ

る
。
(
3
)

し
た
が

っ
て

覚
玄
が
八
事
文
庫
を
整
理
し
た
明
治
十

一
年
八
月

以
後
に
堀
尾
貫
務
が
入
手
し
、
そ
れ
を
同
三
十
三
年
十
二
月
に
仏
教
大

学
図
書
館

へ
寄
贈
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『空
華
談
叢
』

の
諦
忍
自
筆
本
の
確
認

に

よ
り
、
従
来
刊
行
さ
れ
て

い
る
巻

一
よ
り
巻
四
迄
の
構
成
の
相
違
や
内
容
の
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
巻
五
、
六
、
七
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

ま
た
、

『空
華
談

叢
』
は
自
筆
本
以
外
に
別
に
七
巻
七
冊
の
写
本
が
龍
谷
大
学
図
書
館

に

所
蔵
す
る
。
そ
れ
は
請
求
番
号
二
〇
四

一
・
七

・
一
―
七
で
、
外
題
は

「空
華
譚
叢
」
と
あ
り
、
内
題
は
巻

一
の
み

「空
華
譚
叢
」
と
あ
る
が
、

他
巻
は
す
べ
て

「空
華
談
叢
」
に
な

っ
て
い
る
。
巻

一
の
最
初
に
は
大

二
七
五

7
6
9



諦
忍
律
師
自
筆
の

『空
華
談
叢
』
の
確
認

(川

口
)

光
院
義
海
の
序
が
あ
り
、
続
い
て
目
次
、
本
文
と
続
き
、
全
巻
と
も
同

一
人
物

の
筆
写
に
よ

っ
て
い
る
が
、
そ
の
筆
者
は
不
詳
で
あ
る
。

三

諦
忍

の
著
作
で
あ
る

『合
掌
叉
手
本
儀
編
』
(延
享
三
年
正
月
刊
)
『大

光
普
照
集
』
(寛
延
二
年
三
月
刊
)
『蓮
華
標
名
録
』

(寛
延
三
年
六
月
刊
)

の
末
尾
に
あ
る

「撰
述
目
録
」
の

「追
而
梓
行
」
に
は

「幽
林
清
話
」

の
題
名
が
あ
げ
ら
れ

て

い
る
。
ま
た
、
『
合
掌
叉
手
本
儀
編
』
の
本
文

で
は
、
愚
案

法
華
経
法
師
品
十
種
供
養
中
有

合
掌

者
是
以

此
普
供
養
印

故
也
。

…
…
香
華
等
悉
是

従

此
印
内

流
出

故
。此
義

詳
如

幽

林

清

話

辮

之
。
…
…

と
い
っ
て
お
り
、
詳
し
い
こ
と
は

『幽
林
清
話
』
で
述
べ
て
い
る
こ
と

を
い
う
。
し
か
し
、
『幽
林
清
話
』
は
刊
行
さ
れ
て

お
ら
ず
、
八
事
文

庫
の

「
西
山

・
四
十
八

・
写

・
一
二
五
」
に
は
諦
忍
自
筆

の

『幽
林
清

話
』
を
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
三
十
三
項
目
の
問
答
が
所
収
さ
れ

て
い
る
が
、
問
と
答
は
分
れ
て
お
ら
ず
、
「或
問
」
や

「答
」
を
朱
字

で
書
き

加
え
て
い
る
た
め
、
初
期
の
草
稿

と
考

え
ら

れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
本
書
の
表
紙
に
は

「
後
改
空
華
談
叢
」
と
書
き

加
え

ら
れ

て

お

り
、
『幽
林
清
話
』
は
後

に

『空
華
談
叢
』
と
改
題
し
た
も
の
と
い
う
。

そ
こ
で
、
『幽
林
清
話
』

の
所
蔵
を
確
認
し
て
み
る

と
、
龍
谷
大
学

図
書
館

の
写
字
台
文
庫

「
二
〇
四

一
・
六
二

・
一
―
十
四
」
に
七
巻
十

二
七
六

四
冊
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
は
外
題
も
内
題

も
同
じ
で
、
巻

一
の
最
初
に
は

「
小
引
」
と

し

せ
、
延
享
二
年

(
一
七

四
五
)
七
月
に
諦
忍
の
記
し
た
自
題
が

あ

り
、
各
巻
が
二
冊
宛
に
分
れ

十
四
冊
と
な

っ
て
い
る
。
巻
五
の
題
簽
は

「幽
林
清
話
」

「幽
林
清

話

」
と
あ
り
、
巻
六
は

「幽
林
清
話

」
「幽
林
清
話

」
、

七
巻
七
は

「幽
林
清
話

」
「幽
林
清
話

」
と
な

っ
て
お
り
、
巻

の
最
後
に
は
宝
暦
八
年

(
一
七
五
八
)
春
に
大
光
院
の
義
海
が

記

し

た

跋
を
所
収
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
『幽
林
清
話
』

の
成

立

は
諦
忍

の
自
題
か
ら
延
享
二
年

(
一
七
四
五
)
七
月
頃

に
成
立
し
た
も
の
で
、
そ

の
後
、
宝
暦
八
年
に
義
海
よ
り
跋
を
贈
ら
れ

て
刊
行
し
よ
う
と
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
直
ち
に
刊
行
は
な
さ
れ
ず
、
「空
華
談
叢
」

と
改
題
し
て
天
明
六
年

(
一
七
八
六
)
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

刊
行
に
あ
た
り
、
義
海
の
跋
を
序
と
し
て
最
初
に
あ
げ
、
続
い
て
天
明

二
年

(
一
七
八
二
)
五
月
に
題
し
た
自
序
を

老
漢
痴

坐
幽
林

五
十
年
杜

絶
冗
縁

味
守

真
道

若
客
来
有

所
問

直
下
信

ロ
乱
道
。
間
有

適

意
取

筆
録

之
。
始
無

階
次

経

歴
歳
月

漸
成

巻
軸

猶
如

近
時
瑞
応
谷
響
集

也
。
臨
時
雑
話
雖

無

足

供

大
方

所
覧

而
何
不

為

幼
学
発
蒙
之
一
助

乎
。是
以
不

投

字
門

而
付

之

室
灑

耳
。
烏
乎
老
漢
汝
既
髪
白
面
皺
盍

嚢
括
瓶
守

而
閑
言
剰
語
読
読

至

干
茲

耶
。
…
…

天
明
二
年
壬
寅
五
月
七
十
八
翁

諦
忍
自
題
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と
あ
げ
、
『
幽
林
清
話
』
の
小
引
が
二
十
年
で
あ

っ
た

の
を

五
十
年
と

改
め
て
刊
行
す
る
こ
と
を
い
う
。
巻
四
に
は
天
明
二
年
五
月
に
刊
行
の

鷆
末
を
記
し
た
門
人
等
の

本
師
老
和
上
負

剛
明
卓
抜
之
識

剖

割
千
古
之
疑
兜

若

庖
丁
解

牛
。
硅

然
駝
然
恢
恢
乎
有

余
地

 
。
従
来
所
述
之
書
数
十
部
既
刊
行

干
世

其

言
皆
出

為
法
為
人
之
赤
心

実
為

金

湯
覚
王
門

者
也
。
今
此
一
軸
者
平

素
所

答

客
間

而
外
尽

二
酉
之
秘

内
潤
三

蔵
之
海

綿

歴
四
十
余
年

而
始
成
 
。
和
上
桑
楡
既
逼
以
故
吾
儕
拝
請
将

与
剞
朔

氏

聊
記
顧

末
一

耳
。
後
学
若
挟

這
一
軸
於
案
頭

則
免

臨

事
猶
予
之
憂

則
不

無

小

補

云
。

天
明
二
年
夏
五
月

門
人
等
敬
識

・

と
あ
る
跋
を
付
し
て
刊
行
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
草
稿
の
成

っ
た
延
享

二
年
よ
り
四
十
年
を
経
た
天
明
二
年
に
印
刻
が
始
ま
っ
て
お
り
、
構
成

の
順
序
や
内
容
な
ど
も
変

っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
『幽
林
清
話
』
と

『空
華
談
叢
』

の
自
筆
本
及

び
龍
谷
大
学

図
書
館
蔵
本
、
木
版
本
な
ど
の
項
目
数
を
な
が
め
て
み
る
と
、

諦
忍
律
師
自
筆

の

『
空
華
談
叢
』

の
確
認

(川

口
)

と

な

り

、

『
幽

林

清

話

』

は

『
空

華

談

叢

』

の
草

稿

で
あ

る

こ

と

が

確

か

に

い
え

る
。

そ

し

て

『
空

華

談

叢

』

に
至

り

、

項

目

が

増

加

し

た

の

は
編

集

し

た
門

人

た

ち

に

よ

っ
て
増

補

さ

れ

た

た

め
と

考

え

ら

れ

る

。

1

『
日
本

仏
教
典
籍
大
事
典
』

(昭
和

六
十

一
年
十

一
月

雄

山
閣
出
版
)

一
二
九
頁

の

『
空
華
談
叢
』
項
。

2
　
拙

編
著

『

八
事

文
庫
書
籍

目
録
』

(
昭
和

五
十

三
年

十

一
月

第

一

書

房
)

の

「
八
事
文
庫

の
歴
史
」

で
覚
玄
が
整
理

し
た

こ
と
を
明
ら

か
に

し
た
。

3
　

大
橋
俊
雄

『
浄

土
宗

仏
家

人

名

事
典
―

近
代
篇
―

』

(
昭
和
五
十
六
年

十

一
月

東
洋

文
化

出
版
)

一
五
〇
頁

の
堀
尾
貫
務

の
項

。

(本
稿

は
平
成

七
年
度

文
部
省
科
学
研
究
費

一
般
研
究

C
に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部

で
あ
る
。
)

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

諦
忍
、
空
華
談
叢

、
幽
林
清
話

(
愛
知
学
院
大
学
教
授
)

二
七
七
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